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～猪とすせにネらすために～

① 結は室内で何ぃ孝しよう                      郵

舞超畳男開晶誘業道       争 rた

り、真こ事故、8様注、猪同士のケンカなど、

 俳

'②
示妊■歩手行をしとしよう                    掛

猪ほT手に2～3口出とし、おつという間に対iてし孝いとす。孝た、手行によってお情れの 載

tき力ヽケンカ】じヮヨのにおいが低力きよ孝す。         i        封

② 身たの泉手をし孝じよう                      報

古待などに角いユの,た と泉手し、とい構となくし孝しょう。             翻

甜④ 鍔い猪を持てないでくだきい
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野良猪にエサを与たてぃる方式

rかわいをうだから"・Jと野負猪にエサをあげたとおに、子の結にとってはうなたが男ヽ1ユ

となりとす。

各☆体をエサやりを機けると、T■のように示すな狩を増やすことにもなり書す。

とた、タンなの注どなどでと悌の生活張枕炉忌化し、構をとおに思う人も増iる

でしよう。

示すを猪を増やきないため、おが地機のいわれをになら

ないために、『か'いをうだからJとぃう免持うだけでニサ

罷

鎮

盟

韻

懇

懇

韻

韻

碁

襲

襲

盤

藝

懇

韻

推
一

を与とないでTさい。 t,お,HP― 伊偽3)

え枚可a治合からの

お崩いです


